
和歌山市民間保育協会 三部会合同調査 

 和歌山市内の保育園・こども園の令和７年３月１日時点（令和６年度）におけ

る、障害児・気になる子* の保育の状況を把握し、課題を客観化することを目的

として調査を実施しました。 

*本調査における気になる子とは、園における集団保育の上で、運動機能や情緒面での発達上の

特性や家庭環境の問題などにより、園における集団保育において保育者からの援助や関わりが

強く必要であると判断される子どものこととします。  

 

〇 対象・依頼・回収方法について 

 対象は和歌山市民間保育協会の会員園とし、例会で回答用QRコードを印刷

 した依頼用紙を配布し、１園１回答での協力を依頼。回答はすべて

 GoogleFormsで回収しました。 

〇 分析方法 

 回収した集計結果をもとにExcel,Rで分析と図表化を行いました。 

〇 調査期間・集計数 

 令和７年３月２４日（月）～ ５月１５日（木） 

 対象施設３６園   回答園３１園 （回答率86.1％） 
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 「発達支援の必要な子どもの状況調査」「要保護児童リスト」に記載され、和歌山市と施設で情報を共

有して保育している対象児について年齢別にその割合を算出したものが下図です。程度に差はあれど、お

おむねどの園にも「気になる子」「配慮が必要な家庭」として存在しています。その割合は年々着実に増

加しており、園によっては４割（仮に２０人クラスとすれば８人）との回答も存在しました。  

Q2からQ4の回答から得た次の割合を指標としています。 

   「発達支援が必要と思われる子どもの状況調査」に記載の年齢別報告数  

               年齢別総人数  

       「要保護児童リスト」に記載の年齢別報告数 

               年齢別総人数 

 

 

箱ひげ図の解説 

×100 

Q2-Q4 報告数ベースでみる保育現場の実情 

     ～ 発達支援や配慮の必要な家庭の比率は高水準 

×100 

n=31 

n=31 



 

 前年度と比較してそれぞれの項目についてどのように感じるかを5段階評価で回答いただきました。

「気になる子が増えた」「特別な配慮が必要な家庭が増えた」「社会からの保育の質への要望が高度化し

ている」については３年連続高止まりし、現状の負担感の実感と一致していると感じます。「訓練や療育

の支援につながりやすくなった」かを尋ねた設問は肯定的な意見が増えています。これは愛徳など専門機

関への相談・受診は依然として申込みから半年待ち以上という異常事態である一方、主に軽度の支援を目

的とした民間機関が活動を展開していることがその一因といえるかもしれません。ただ、実感として療育

や支援の必要な子ども、家庭数が増えていることは次頁の資料が示す通りであり、根本的な家庭支援や保

育施設への人員強化、専門員の充実などが急務であることはいうまでもありません。 

Q5 令和５年度と比較して次の項目についてどう思いますか？ 

社会からの保育の質への要
望が高度化していると感じ

園内で障害児や気になる子
の保育が安全に実施できる
環境が整ってきたと感じる 

訓練や療育等の支援につな
がりやすくなったと感じる 

特別な配慮が必要な家庭が 
増えたと感じる 

気になる子が増えたと感じる 

n=31 

 

 以下は令和４年度からの表を並べたものです。傾向として着実な増加が見られます。直接処遇にあたる

保育者にかかる負担も高く、その質も現場にゆだねられているのが現状です。特に通常保育で対応するほ

かない、気になる子と称される子どもたちへの対応の適正化には人員配置や連携の強化が待たれます。 

 次に、率直な心象として保育現場ではどのように感じているかをみていきます。日々、障害児・気にな

る子の保育に携わっている現場の率直な心象はどうなっているのでしょうか。 

Q5 令和５年度と比較した心象について 



 

 

 

 

この資料は文部科学省が毎年

行っている学校基本調査に基づ

き、発表しているものです。 

特別支援学校・特別支援学級別

に年度ごとの増加を示したもの

ですが、少子化で子どもの総数

が減少する中、明らかに年々増

加している現状がみてとれま

す。このような特性が小学校就

学後突然発現するわけではない

ことはいうまでもありません。 

保育士の配置基準はつい昨年

３・４・５歳児において７６年

ぶりに見直されたとはいえ、余

裕があるとはお世辞にもいえな

い状況の中で、障害児をはじ

め、グレーゾーンともいわれる

発達の気になる子や配慮の必要

な家庭に日々献身的な保育が繰

り広げられています。 

小学校へ進学してから加配や補

助教員が配置されたと聞くケー

スもよく耳にします。就学後に

より良い環境が整えられたこと

は喜ばしいと思う一方で、保育

所・こども園に在園していると

きから必要な早期の加配や支援

が行き届くよう、行政による積

極的な支援メニューの拡充・整

備が望まれます。 

参考資料     

（出典：学校基本調査に基づ

く文部科学省公表資料） 



 

令和６年度の保育を通しての実感と加配の現状 

n=31 

設備等の環境整備 

保護者との連携 

専門機関との連携 

現状保育の 
総合的な充実度 

 現状の保育において何が十分で何が不十分と感じているのかを５選択法で回答いただいた結果が上図に

なります。黄色の過不足なしがニュートラルエリアということができ、その左側にある青と赤の不足・不

十分が大きいほど何らかの手立てや支援が必要であるといえます。 

 保育体制強化事業の実施や障害児保育の加配上限人員の撤廃が奏功し若干光が見えてきたともいえます

が、依然として加配のための費用への不足感は強く、物価高騰、人件費や採用コストの上昇といった運営

の不安感も強く、独自加配では現在以上の対応は不安がある現状を示しているといえるでしょう。現場レ

ベルでの効率化や経費の見直しにも限度があり、さらに踏み込んだ政策主導による継続的・安定的な人員

配置の支援や、保育の意義や役割を社会に建設的に発信するといった複合的な施策による保育業界全体に

対する支援や理解が浸透することが望まれます。 

Q６ 現状の保育において、次の要素が現状の実感にもっとも近いものをそれぞれお選びください  

職員の専門性向上 

職員間の連携 

職員の配置人数 

実務研修の機会 

加配のための費用 

補助は受けていない 

リハビリテーション計画書・個別指導計
画書に基づく特別運営交付金を受ける 

障害児受入れ促進交付金を利用して 
加配保育士を１名配置した 

障害児受入れ促進交付金を利用して 
加配保育士を２名配置した 

障害児受入れ促進交付金を利用して 
加配保育士を３名以上配置した 

n=31（複数回答） 

Q7 令和６年度において、障害児、もしくは気になる子の保育に運営費以外の何らかの補助

を利用しましたか？（予定も含む） 

       その他自由記述  「可能な月のみ障害児加算として１名配置」 

                「9カ月間は配置できたが１月以降は加配を外さざるをえなかった」 



 

 令和６年度において障害児、もしくは気になる子の受入れについて何らかの補助を利用したかを尋ねたと

ころ、Q7図のようになりました。受入れ促進交付金を利用して保育士を加配している、リハビリテーショ

ン計画書・個別指導計画書に基づく特別運営交付金を受けているという園が過半数を占めます。前年に加配

上限が撤廃されたことを受けて3人以上配置したという回答が初めて寄せられました。その一方で、年度途

中で加配を外さざるを得なかった、可能な月のみ配置したなど人員不足等に起因すると思われる現状も寄せ

られました。 

 現状において障害児・発達の気になる子に対して運営費以外で保育士の加配を実施するためにはこれらの

補助金に頼るほかないという実態がありますが、補助は受けていないという園も少なくないため障害児保育

としてどのような制度であれば利用しやすくなるのかも含め現場目線での調整が必要ではないでしょうか。 

 先のQ6「加配のための費用」が「かなり不足」「不足」と回答した施設は８７．１％にのぼります。障

害児保育のための保育士配置上限の撤廃や保育補助者制度など明らかな変化がみられるようになりました

が、本調査にもあるように現場の負担感は年々増大しており、今後さらに根本的な、かつ持続可能な制度の

拡充を行政には期待したいところです。通常の運営費の中からこれらの費用を捻出することは、少なからず

各園の健全な運営を妨げる要因となることにもご配慮いただきたいと思います。また、どのような特性のあ

る子どもや家庭がどの程度の割合でどこの園で保育されているのか、各園の現状について丁寧な状況把握を

していただき、その必要に応じた行政の支援を対象となる家庭や子どもたちに確実に届ける努力が行政には

求められるところであり、その機能は現状、通常保育の範囲内で各園が担っている部分が少なくありません

が、現状での負担は高すぎます。個別の発達相談では診断がされにくいケース、あるいは家庭の事情で発達

相談に至れないケースのほか、不安定な家庭への支援が必要なケース、さらには俗にグレーゾーンとよばれ

る子どもたちへの対応にも保育現場では日々悩みながら子どもたちのために試行錯誤の保育を重ねていま

す。負担が年々増加する終わりのない対応は現場も疲弊していくため、問題解決型の施策が待たれます。 

Q8 令和5年度から、保育士の負担軽減等につなげるべく、保育資格
を有しない者を保育支援者等として雇用できる「和歌山市保育体制
強化事業」が始まりました。この制度の利用の有無についてお答え
ください。 

 令和５年度から実施された和歌山市保育体制強化事業ですが、利用した施設は半数強で初年度とほぼか

わりありません。運営費以外から保育資格を持たない者（保育支援者）を配置できるため、保育士の周辺

業務の負担軽減につながり、直接的な保育現場への支援施策となっています。 

n=31 



 

〇障害児受入れ交付金及び特別運営交付金の拡充をしてほしい。 

〇園・保健所・療育機関の連携をもう少し密にし情報を共有し、その子どもの個別保育に生かしていき

たい 

〇保育士不足のため、市窓口で親からの詳細情報収取が少し足りないのではないか。 

〇促進交付金や特別運営交付金の更なる充実を要望したい。 

〇4歳児クラスで2人、3歳児クラスで5人オムツ使用している。親は真剣に感じていないので園がパンツ

に移行を進めてみたところで園と連携して家でもパンツで過ごさせようとせずずっとオムツでいさせる

ので気持ちが悪いなど敏感に感じず濡れていても自分から替えてと言いに来ない。親はパンツだとすぐ

にかえなくてはいけないが紙オムツだとかえる回数が少なくて済むためカミオムツをさせたがる。 

〇圧倒的に保育教諭が足りていない、保護者の獲得できる情報が減っている。母子保健の重要性がトイ

レットトレーニング関わりについて急激に上がっていると感じる。 

〇保育を行う中、対応や関わり方に悩むことがありますので、専門機関と連携がとれるとありがたいと

感じます。 

〇療育園の不足、療育園の保育時間外になる、早朝、夕方を、どうするか、保護者のかたは、悩まれて

います。 

〇加配が必要な子どもが増加しているのに加え、養育能力が著しく低下している家庭が増加している。 

〇個別に丁寧にその子に応じた関わりを心がけている。正規職員不足を回避できればもっと充実した保

育ができると思う。 

〇個別対応が必要とされる園児の入園が年々増えている。入園前の見学では十分に把握しきれない。役

所に申し込むときに詳細を聞き取り、園として共有できればと思う。現状はキャパオーバーを感じる。 

〇障害児や発達の気になる子どもを安全に、かつその子の特性や特徴を尊重することが可能な人員配置

を確実に保障できるような行政や各機関の連携ができるような仕組み、余裕をもつことできる人員配

置・制度を構築する必要があると感じて久しいが、道半ばというよりも置き去りにされているテーマだ

と感じている。早急に改革的な取り組みが必要。子どもや家庭の負担感も大きいが、それを見守る保育

現場も出口の見えない状態にあると感じる。 

Q９最後に、障害児や気になる子の保育についてご意見があればご自

由にお書きください。  

さいごに 

 年度末・始めのお忙しい時期に回答をお寄せいただき、感謝申し上げます。令和６年度の

障害児・発達の気になる子の保育の現状について把握し、今後のあるべき支援を全関係者で

考えるための現状把握資料として、とりまとめをさせていただきました。 

 保育者たちは目の前にいる子どもたちの最善の利益を追求して日々保育に取り組んでいま

す。そこには保育者の最低配置基準の乏しさや直接子どもに関わる以外の業務の多忙さ、高

度化・複雑化する保護者への対応といった多様な要因が休む暇もなく押し寄せ、１０年前で

は考えられなかったような高密度な業務対応となっているのはまぎれもない事実です。 

 保育体制強化事業や障害児配置人員の上限撤廃など明るい兆しがみられるのも確かです

が、本報告書が将来の子どもたちのより良い育ちへの支援と持続可能な保育のため、さらに

深い思慮・連携につながることを切に願います。 

和歌山市民間保育協会 三部会合同調査 




